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試験実施概要

L　表　　　題

　　　1，2一ジクロロプロパンのオオミジンコ（、0卯hn∫σ加σgnα）に対する繁殖阻害試験

2．　試験目的

　　　1，2一ジクロロプロパンについて、オオミジンコ（D叩hηfα“2σgnα）に対する繁殖

　　阻害試験を21日間行い、繁殖状態に対照区と有意差の認められない最高濃度

　　（NOECr）及び産仔数を50％減少させると算定される濃度（50％繁殖阻害濃度：

　　ErC50）を求める。

3．　試験方法

　　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202rミジンコ類、急性遊泳

　　阻害試験及び繁殖試験」（1984年）に準拠した。

4．　適用GLP
　　　本試験は契約書別添2「生態影響試験実施に関する基準」（平成7年9月26目）に

　　準拠した。

5．　試験委託者

　　　名　称：

　　　住　所：

環境庁

〒100　東京都千代田区霞が関一丁目2－2

6．　試験受託者

　　　名　称：

　　　所在地：

財団法人　化学品検査協会

〒136　東京都江東区亀戸5－6－21

7．　試験施設

　　　名　称：

　　　所在地：

　　　運営管理者：

化学品安全センター　久留米研究所

〒830　福岡県久留米市中央町19．14
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8．　試験関係者

試験責任者

試験担当者

　　生物試験担当

　　分　析　担　当

　　データ処理担当

試資料管理部門責任者

9．　最終報告書の承認

1gg6年　3月ン8日

試験責任者 氏名

10．　試験期間

　　　試験開始日

　　　試験終了日

　　　暴露期間

1996年3月1日
1996年3月28日

1996年3月4日～1996年3月25目

1L　保　　　管

　　　試験計画書、生データ、記録文書、最終報告書及び被験物質は、最終

　　報告書作成後10年間、財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米

　　研究所の保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者と協議の

　　うえ決定する。
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要　　旨

試験委託者

環境庁

表　　題

　1，2一ジクロロプロパンのオオミジンコ（D4phn∫α脚gnα）に対する繁殖阻害試験

試験番号

91513－A

試験方法

　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo202「ミジンコ類、

及び繁殖試験」（1984年）に準拠して実施した。
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被験物質：

暴露方式：

供試生物：

暴露期間：

連　　数：

生物数：

試験濃度：

試験液量：

照　　明：

水　　温：

試験液中の被験物質の分析

急性遊泳阻害試験

12一ジクロロプロパン
，

半止水式（1目に1回、試験液の全量を交換）

オオミジンコ（D卯hnfo灘8no）

21日間

1試験区につき4連

40頭／1試験区（1連につき10頭で1試験区40頭）

15．0，6．0，2．40，0．960，0．384mg／L（濃度公比：2．5）及び対照区

約1．25L／容器×4容器／1試験区

16時間明／8時間暗

20±1℃

　　　　　　：ヘッドスペースガスクロマトグラフィー（HS－GC）

　　　　　　　（0，1，7，8，14及び15日目）

結　　果

　1）21日間の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）

　　　　＞15．Omg／L

2）21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）

　　　　＝4．74mg／L（95％信頼区間：4．26～5．30mg／L）

　3）最大無作用濃度（NOECr）＝0．960mg／L

　4）　最小作用濃度　（LOECr）＝2、40mg／L

　　　　　　　　　　（上記濃度は、全て設定値に基づく値）

一1一
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1．被験物質
　　本報告書において1，2一ジクロロプロパンは、次の名称及び品質等を有するもの

　　とする。被験物質に関する情報については供論者提供の添付資料等によった。
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分子式：C3H6C12
分子量：　112、99＃2

比　　　重：　L1579（20℃／20℃）＃1

外　　　観．：　無色透明液体＃1

安定性：不明
1一オクタノール／水分配係数（10gP）：　不明一

pKa　　　：　不明
水への溶解度：2，700mg1L（20℃）岸2

蒸気圧：42mmHg（20℃）槻
純度及び不純物：　含量（ガスクロマトグラフ法）99．8％＃1

ロット番号：　FAZO1

供給　者：

供給量r500g
入手日：1995年H月27一同

情　報源
　＃1：　供給者提供の添付資料

　＃2：　Kaエel　Verschueτe真　“Handbook　of　Envhronmental　Data　on　Organic

　　　Ch㎝丘（2山s”　　2nd　Ed，．Van　No蜘d　Re紬01d，　1983．
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L2被験物質の確認及び保管条件下での安定性

　　　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　　　入手した被験物質について赤外吸収スペクトルを測定し、被験物質の特性と

　　矛盾が認められないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定

　　し、暴露開始前に測定したスペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は

　　無かったことより被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管中は安定であったと判断

　　された。

2．　供試生物

　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（Z）叩hn敵〃！αgnσ）の幼体を用いた。

　　　本種は、US．EPAEnviro㎜entalR．esearchLaboratory，Duluthより入手したもの

　　を、当研究所において継代飼育しているものである。また、基準物質（重クロム

　　酸カリウム、試薬特級）の48時間EiC50は0．296mg／しであった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　継代飼育している2～4週令のミジンコを供試ミジンコの親とした。成熟し

幼体を生むようになったら少なくとも、試験前日には幼体を除去した。ただし、

死亡個体の多いバッチ、休眠卵や雄が生じたバッチのミジンコは使用しなかっ
た。

）
）
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）
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6）　給餌量：

希釈水（3．2参照）

10頭／0．8L飼育水

20土1℃

室内光、16時間明／8時間暗

単細胞緑藻類（Chlorε1Zσvμ1go酌）

藻類培養液を遠心操作により、希釈水に置換して給餌した。

ミジンコ1頭当たりChlorε1Zα槻1gσrf3を0．1～0．2mgC（有機炭素

含量）／目の割合で与えた。この範囲でミジンコの成育段階に

応じて段階的に餌の量を変えて与えた。

一3一
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3，　試験方法

3．1試験条件

　1）　暴露方式：

）
）
）
）
）
）
）

2
3
4
5
6
7
8

暴露期間：

連　　数：

生物数：
試験液量：

水　　温：

照　　明：

給餌量：

被験物質を含む試験液へ試験生物を暴露する薬浴方式を用いた。

試験は密閉で行い、1日に1回試験液を全量交換する半止水式で

行った。

21日間

1試験区につき4連

40頭／1試験区（1連につき10頭で1試験区40頭）

約し25L／容器×4容器／1試験区

20±1℃

室内光、16時間明／8時間暗

ミジンコ1頭当たりChlorε110vμ1g伽3を0．1～02mgC（有機炭素

含量）／目の割合で与えた。

3．2希釈水

　　　脱塩素水道水（久留米市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので、

　　充分通気した）を使用した。希釈水の主な水質として、硬度は35．5mg／L（CaCO3

　　換算）、pHは6．9であった。希釈水使用時にはオルトトリジン法によって残留

　　塩素濃度が0．02mg／L以下であることを確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3試験容器及び恒温槽等

1）　試験容器：

2）　恒　温槽：

3）　水　温計：

4）　pH　　計

5）　溶存酸素計：

　1L容のガラス容器（直径11gm、深さ13cm）に時計皿を用いて

　密閉容器とした。

　加温冷却機によって試験容器内の水温を20士1℃に維持する

　恒温槽を用いた。

　検定済みガラス製棒状温度計

：　ガラス電極式水素イオン濃度計HM－14P型（東亜電波工業）

　溶存酸素計58型（Yenow　SpringsInstmmentCo．，Inc．）

3．4　試験濃度の設定

　　　急性遊泳阻害試験の結果である48－hEiC50値（29．5mg／L）などから、試験濃度は

　　15．O　mg／Lを最高濃度として濃度公比2．5で5濃度区（15，0，6．0，2．40，0．960

　　及び0．384mg／L）を設定した。対照には希釈水のみの対照区を設けた。

一4一
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3．5試験液の調製

　　　被験物質をマイクロシリンジで希釈水に添加［添加量は比重（L158）

　　で調整］し、マグネチックス夕日ラーを用いて撹拌して1，000mg／しの試験原液を

　　調製した。各濃度毎に必要量の試験原液を希釈水に添加して試験液を調製

　　した。この際、試験原液の濃度測定結果を基に、設定濃度になるように添加

　　した。また、試験液の状態（外観等）を観察した。

3．6試験液の分析

　　　全試験区（ただし、4試験容器め中層より等量を採取したものを混合した

　　1試料／1試験区）について、暴露期間中に6回（換水前後のものを3回繰り返し）の

　　頻度で採取し、遠心分離して餌を除いた後、そのまま若しくは希釈してHS－GC

　　により分析した。試験液の分析に際しては、試料測定毎に標準溶液（濃度

　　5．O　mg1L）の測定を行い、そのピーク面積比から定量した。詳細は付属資料一2に

　　示した。

3．7試験操作

　　　試験液の水温、溶存酸素濃度（D．0．）、pHを測定後、供試ミジンコを投入し、

　　その時点を暴露開始時とした。先端が比較的広口のガラスピペットを用いて

　　供試ミジンコを投入した。その際、試験液量に対して、ピペット内の飼育水は

　　全量で1％以内を目安とした。その後、換水毎にミジンコを新しい試験液に移し

　　かえ、21日目まで飼育した。暴露期間中は毎日一定量の給餌を行った（3．1参照）。

・ミジンコの観察：

（親ミジンコ）　毎日、生存数、遊泳阻害数、大きさと状態を対照区と比較して

　　　　　　　観察した。死亡した親ミジンコは計数後に取り除いた。

（産出幼体）　　1回／日の頻度で、幼体の生死の数及び休眠卵の発生等に

　　　　　　　ついて観察した。計数後の幼体は取り除いた。最初の幼体産出

　　　　　　　日を記録した。

・水温、D．0．、pHの測定：

　　　　　　　暴露期間中、全試験区（ただし、各1試験容器）の試験液に

　　　　　　　ついて、換水前後に測定した。

3．8数値の取扱い

　　　数値の丸め方は、∬SZ8202－1985参考3規則Aによった。
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4．　結果の算出

　　　得られたデータを基に以下3項目の結果を算出した。結果の算出には、被験

　　物質濃度の測定値が設定値の土20％以内であったので設定濃度を用いた。

4，1親ミジンコの半数致死濃度（LC50）の算出

　　　試験最高濃度の15．Omg／しの濃度区での親ミジンコの死亡率は暴露終了時の

　　21日目でも15％であり、21日間の半数致死濃度（LC50）を算出できなかったので、

　　LC50値は試験最高濃度以上（＞15．Omg／L）として表した。また、1，2，4，7，14日

　　目のLC50も同様に示した。

4．250％繁殖阻害濃度（ErC50）の算出

　　累積産仔数の算出

　　　各試験容器の親1頭当たりの試験期間中の累積産仔数（TF）及び平均累積産仔

　　数（TF）を以下の式より求めた。

　　　　ηε2×B
π唱ハ．1＋ハ

ここで、

　η：　幼体観察回数

　莇：n回目の幼体数（ただし、生存幼体）

　Pη：暴露開始後n回目の観察時の親の数

　Pn－1：n－1回目の親の数

　Po：最初に幼体を観察した日の前日の親の数

　nε：最終観察回

　　　（ただし、Pn－1＋Pnが0の場r合は、無視した。）

　　　ル
π、Σ皿

　　　吻
ここで、

　π肋：各試験容器の累積産仔数

　瀦　濃度区当たりの系列数（試験容器数：4）

ErC50値の算出

　Probit法により50％繁殖阻害濃度（ErC50）を算出した。ただし、供試個体数に

対照区の平均累積産仔数を、生存数に各濃度区での平均累積産仔数を適用して

計算した。14及び21日目のErC50値を算出し、それらの95％信頼限界も示した。
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Test　No．91513－A

4．3最大無作用濃度（NOECr）及び最小作用濃度（LOECr）

　　　4．2に示した方法で算出した各試験容器毎の親1頭当たりの累積産仔数に

　　ついて、Bardett法による等分散検定を行った後、各濃度区と対照区との有意差

　　の有無を一元配置分散分析及びDmnettの多重比較法により求め、対照区と有意

　　差の認められない最高濃度（最大無作用濃度：NOECr）及び有意差の認められる

　　最低濃度（最小作用濃度：LOECr）を決定した。

5．　結果及び考察

5．1試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　該当する要因はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　　　被験物質濃度の測定値は、試験液調製時で0．352～16．6mg／L（設定値0．384～

　　15．Omg／L）であり、またそれらの1日後（換水前）では0．351～15．7mg／しであった。

　　被験物質濃度の測定値の設定値に対する割合は、それぞれ88．5～111％、85．2～

　　105％であり、いずれの測定値もほぼ設定どおりであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．10），付属資料一2］

5．3　ミジンコの観察結果

　　親ミジンコの死亡数及び死亡率

　　　対照区での親ミジンコの累積死亡率は暴露終了時で0％であり、試験成立条件

　　である20％以下の基準を満たした。

　　　0．384～6．O　mg／しの濃度区での累積死亡率は暴露終了時で0～2．5％であり、

　　対照区とほとんど変わらなかった。

　　　試験最高濃度の15．O　mg／L区での累積死亡率は暴露終了時で15％であり、対照

　　区よりやや高い割合で統計的にも有意差がみとめられた。

　　　　　　　　　　　　　　［p＝0．05，統計的方法：㎞skal－Wa1Hsの順位和検定及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノンパラメトリックの多重比較法（Dumett）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table2（p．11），Figure1（p．19），付属資料一3］
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Test　No．91513－A

初産目

　対照区での親ミジンコの初産目は7～8目であり、試験成立条件である9目以内

の基準を満たした。

　0．384mg／L区での初産日は7～8目であり、対照区と変わりはなかった。

　0．960～6．O　mg／しの濃度区での初産日は8～9日であり、対照区よりわずかに

産仔が遅れる傾向がみられた。これらの濃度区では対照区と統計的に有意差は

みられなかった。

　試験最高濃度の15．O　mg／L区での初産日は15～16目であり、対照区よりも

著しく産仔に遅れがみられ、対照区と統計的にも有意差がみられた。

　　　　　　　　　　　　［p＝0．05，統計的方法：㎞ska1－Wallisの順位和検定及び

　　　　　　　　　　　　　　　　ノンパラメトリックの多重比較法（Dumett）］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（p．12），付属資料一3］

平均累積産仔数

　対照区での親ミジンコは5腹産出し、1腹の平均累積産仔数は110頭であり、

試験成立条件である3腹以上、20頭の基準を満たした。

　0．384と0．960mg／L区での平均累積産仔数は112と111頭であり、対照区と

統計的に有意差はみられなかった。

　2．40mg／L以上の濃度区では対照区より累積産仔数が少なく、統計的にも有意

差がみとめられた。試験最高濃度の15．O　mg／L区ではわずかにしか産仔がみられ

なかった。

　　　　　　（p＝O．05，統計的方法：一元配置分散分析及びDUlm㎝1の多重比較法）

　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．13），Figure2（p20），付属資料一3］

親ミジンコの大きさと状態

　6．Omg／L以下の濃度区では対黒区と比較して親ミジンコの大きさや状態に

相違はみられなかった。

　試験最高濃度の15、O　mg／L区では11日目より体色の明化がみられ、2週目頃より

活動度の低下や遊泳阻害などが観察されるようになった。

休眠卵の発生等

　暴露期間中、休眠卵はいずれの試験区でもみられなかった。

　暴露期間中に落下卵が観察されることがあったが、その数は0．384と0．960

mg／しでは対照区と変わりはなかった。しかし、2．40mg／L以上の濃度区では対照

区よりもやや落下卵数が多くみられた。
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5．4親ミジンコの50％致死濃度（LC50）

　　　試験最高濃度の15．O　mg／L区での暴露終了時の累積死亡率は15％であり、21目

　　間の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）は＞15．O　mg／L（設定濃度）であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table5（p．14）］

5．550％繁殖阻害濃度CErC50）

　　　設定濃度に基づいて算出した14日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）は、L99mg／L

　　であり、その95％信頼区間はL63～2．44mg／しであった。一方、21目間のErC50

　　は、4．74mg／しであり、その95％信頼区間は4．26～5．30mg／しであった。これらの

　　結果は、1，2一ジクロロプロパンの影響は繁殖初期に現れやすく、その後回復

　　傾向にあることを示している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6（p．14）］

5．6累積産仔数に及ぼす最大無作用濃度（NOECr）及び最小作用濃度（LOECr）

　　　親ミジンコ1頭あたりの累積産仔数に及ぼす21日間の最大無作用濃度（NOECr）

　　は0．960mg1L（設定濃度）であり、最小作用濃度（LOECr）は2．40mg1L（設定濃度）で

　　あった。

　　　　　　　　　（p＝0．05，統計的方法：一元配置分散分析及びD㎜ettの多重比較法）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table7（p．15）］

5．7試験液の水温、溶存酸素濃度及びpH

　　　21日間の暴露期間中の水温は19．7～20．3℃であり、20±1℃の範囲であった。

　　溶存酸素濃度は7．0～9．4mg1しであり、全ての試験容器で飽和溶存酸素濃度の

　　60％以上であった（20・0℃の飽和溶存酸素濃度：8．84mg／L）。pHは7．08～7．86で

　　あり、変動は1以下であった。

　　　以上のことから、水温、溶存酸素濃度及びpHについては、ミジンコの生育

　　条件としては適切な範囲であったと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table8，9，10（p．16～18）］

5．8試験液の状態

　　　試験液調製時には無色透明であり、クロレラを給餌した後は淡緑色を呈して

　　いた。換水前ではその色が薄くなり、その程度はミジンコの数が多い時ほど

　　著しかった。

以　上
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Test　No．91513－A

Table　L Concentra廿onsof1，2－dichloropropaneinreproductiontest

usingD卯hn∫α脚即αundersemi－staticconditions

　　Nominal
COnCentratiOn

　　（mg／L）

Observed　concen1コration

　　　　　　　m

Geometric

　　mean
（mg／L）

Observed　concentration

　　　　　　　m

0甲da　a） 1．da　b） 7－da　a） 8－da　b）

Geometric

　　mean
（mg五L）

Contro1 0 0 0 0

0．384 0．399

104
O．394

103
0．396

103
0．410

107
0．390

101
0、400

104

0．960 0．993
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0．981
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Table1。 （continued）

　　Nominal

concen1■ation

　　（mg／L）

Observed　concentration

　　　　　　（mg／L）

14－da　a）　　15－da　b）

Geometric　Time－weighted
　　　　　　　　　　　　　　　　c）
　　mean　　　　　　mean

（mg1L）　（mg1L）
Contro1 0 0

0．384 0．352

91．6

0．351

91．3

0．351

91．5

0．380

99．0

0．960 0．849

88．5

0．845

88．1

0．847

88．3

0．935

97．4
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ノ
∠
て

一
　

．

・
－

（
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ノ
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ソ
3

つ
Z

（
∠
8

∠
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5
Ω
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5
《
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2
7
一

《
」
Ω
∪

0
『
ノ
£
6

5
Q
ノ15、0

∠
0
8

3
0

1
よ
n
ン

8
ハ
∠

（
∠
5
1
8

（
∠
0
3
8
1
8

5
弓
ノ

五
可
6

1
n
ソThe　values血parentheses　express　percent　ofnomina1．

a）丘esh　solutions

b）expked　solutions

c）The　values　are　expressed　as　time－weighted　means　calculated

　　by　the丘）Ho曲g　equa』tion：

　　（（C・一C1）／（1nC・一h1C1）＋（C7－C8）／（1nC7－lnC8）＋（C14－C15）／（1nCI4－1nC15））／3

　　where

　　　Cx：the　observed　concentration　at　x－da』y

　　　hC．：the　na血ral　logadthm　of　Cx
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Table2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91513－A

Cumulative　number　ofdead　parental　Z）卯hn∫αduring　exposure　to1，2一（iichloropropane

Concentration

　　　（m　）

Ex　osure　time（day）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Control

す獅’

’δ∋δδ’

　　〇

三一9L

　　0

．（．9≧

　　0

工一9！

　　0

≦．9≧

≦

　
）
…
0
0
…
　　0

⊆黛．

　　0

．1黛．

　　0

滋勉

　　0

乱9！

　　0

工黛

　．0

‘一9≧

　　0

．⊆．9）．

　　0

玉一9≧

　　0

薫勲．

　　0

乱9≧

　　0

‘．9≧

　　0

≦」9≧

　　〇

二黛

　　0　　　0

ゑ9上．£9≧

…1耳δ

　　0

∫．黛

　　0

ゑ．9上

　　0

≦皿．

　　0

乱黛．

　　0

£9）．

　　0

∫．9L

　　0

玉川9≧

　　〇

三皿

　　0

玉黛

　　0　　　0

工一9上乱9≧

3す

　　〇

二9L

　　0

蕊9》

　　0

≦勲、

　　0

乱曾．

　　0

≦一9！

　　0

≦黛

　　0

玉一21

　　0

玉91．

　　0

血9．

　　O　　　O

≦一9≧三一9≧

131δ

　　0

．1…9

　　0　　　0

乱9》、．（皿．

　　0

蕊9≧

　　0

≦．91

　　〇

三黛

　　0

≦一9上

　　0

工9≧

　　0

£9≧

　　0　　　0

乱9上瓦9≧

　　0

（’0）

　　0

（0）

　　0

（0）

　　0

（0）

　　0

（0） （

0　　　0

0）　（0）

　　0

（0）

　　0

（0）

　　0　　　0

∫一9上瓦9≧

　　0　　　0

（0）（0）

Table2． （continued）

Concentration

　　　（mg／L）

Ex　osure　time（da）

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20　　21
Control

携頼

し61粥

　　0

玉一9L

　　0

Ω1

　　0　　　0

ゑ9上．〔一9≧

　　0

工．9上

　　0

工飢

　　0

∫．飢

　　0

玉9）．

　　O

焦9≧

　　0

⊆9≧

　　0

⊆勲．

　　0

乱璽、

　　0

．£飢

　　0

．⊆黛．

　　0

≦、9≧

　　0

．（．9≧

　　0

．（勲．

　　0

∫黛．

　　O

≦…91．

　　0　　　0

≦一9上三一9≧

　　0

≦」黛

　　0

≦黛

　　0

工91

　　0

工一9．

　　0

工黛

　　0

．1皿．

　　0

≦．飢

　　O

l」91．

　　0　　　0

．£9上≦一9≧

…1耳δ

蕊

　　0

∫…黛

　　0

工9上

　　0　　　0

⊆飢．玉食．

　　0

乱9≧

　　0

乱91

　　　0

．乱黛．

　　0　　　0

玉黛＿．⊆9≧

　　0

．£9）．

　　0

乱9≧

1；す

　　0　　　1

工…黛…縣》……

　　1

（勲．

　　　1　　　1

磁L魚二念

　　　1

鱗≧

　　　1

．縣上

　　　1

儀L

　　0　　　0

≦一9上二一9≧

　　0

（0）

　　0

（0）

　　O

（0）

　　1

（2．5）

　　1

（2．5）

　　1　　　1

（⊇二§1…侶乱

　　1

1～二乱

　　2　　　4　　　4　　　5　　　5　　　6

（5．0）（10，0）（10．0）（12．5）（12．5）（15．0）

The　values　in　parentheses　express　mortality（％）of　Z）卯hn∫α．
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Test　No．91513－A

Table3． T㎞e（days）requiredto丘rstbroodproductionduhngexposureto

1，2－dichloropropane

Concentration

　　　（m　）

Vessel　No．

1 2 3 4 Mean

Contro1 8 7 8 8 7．8

0．384 8 8 7 8 7．8

0．960 9 9 8 8 8．5

2．40 9 9 9 8 8．8

6．0 9 9 9 9 9．0

15．0 15 15 15 16 15．3
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Test　No．91513－A

Table4． Meancumulativenumberof　juven丑esproducedperadult（ΣF1／P）

dur血g　exposure　to1，2－dichloropropane

Concentrat1on

　　　（mg／L）

Exposure　time（day）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

Contro1 0 0 0 0 0 0 0 0．2　　1．0 8．5　　8．5

0．384 0 0 0 O O 0 O 0．2　　1．4 6．4　　8．5

0．960 O 0 0 0 0 0　　　0　　　0 0．2 4．7　　4．7

2．40 0 0 0 0 0 0 O 0 0．1 2．3　　2．7

6．0 O 0 0 0 0 O 0 0 0 O．8　　0．8

15．0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ta．ble4． （continued）

Concentration

　　　（mg／L）

Exposure　time（day）

11 12　　13 14 15 16　　17　　18 19 20　　21

Contro1 10．0　　21．8　　28．8　　32．2　　54．2　　60．0　　64．0　　77。4　　82．0　　86．3 110

0．384 15．6　　26．9　　30．8　　35．4　　57．7　　63’．8　　65．5　　83．9　　89．0　　91．2 112

0．960 8．9 25．9　　26．8　　27．8　　56．9　　59．4　　60．5　　79．5 84．1 85．8　111

2．40 4．1 11．2　　11．2　　12．1　38．6　42．0　　42．3　　60．6　　65．7　　66．4　　91．2

6．0 0．9　　　1．3　　　1．3　　　1．7 11．6　　12．7　　12．9　　22．3 27．1 27．5　　44．2

15．0 0 0 0 0 0．3　　　0．3　　　0．3　　　0．7 1．3 1．3　　2．1
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Table5．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Test　No．91513－A

Calculated　LC50values　of1，2－dichloropropane　R）r　parental　Z）卯hn∫α

based　on　noπ丘nal　concentrations

Exposure

　　t㎞e

（摯ay）

LC50

（m

　　95－Percent

cOn且denCe　lilτ丘tS

　　　　（m　）

Statistical

method

1 〉15．0

2 ＞15，0

4 ＞15．0

7 ＞15．0

”『’

14 ＞15．0

21 ＞15．0

Table6． Calculated　ErC50values　of』1，2－dichloropropane　fbr　inhibition　ofreprod

based　on　nonオnal　concentrations

Exposure

　　time

　　（da）

ErC50

（m　）

　　95－Percent

con丘dence　Hn血ts

　　　　m　）

Statis廿cal

method

14 1．99 1．63　～2．44 probit

21 4．74 4．26　～　5．30 probit
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Test　No．91513－A

Table7． Significance　test　ofd曲rence　between　the　mean　cumulative　numbers　of

juvenilespr・ducedperadultinc・ntr・landtestvessels面er21days

exposure　to1，2－dichloropropane

Concentration

　　　（m　）

Vessel　No．

1 2 3 4 Mαm S．D．

Signi丘cant

di」暁rence

Contro1 112 105 118 106 110 5．7

0．384 111 121 109 107 112 6．0

0．960 112 109 110 112 111 1．5

2．40 96．5 85．9 88。8 93．5 91．2 4．73 ＊＊

6．0 45．3 42．4 42．3 46．7 44．2 2．18

15．0・ 1．3 3．4 2．8 1．0 2．1 1．16

＊＊：Significantly　diffbrent　f｝om　Control　atp＜0．01．

The　data　of6．O　and15．O　mg／L　were　omitted　fヤom　statistical　analysis．

No　observed　effbct　concentration（NOECr）＝0．960mg∠L

Lowest　ef琵ct　concentration　　　（LOECr）＝2．40mgZL
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Test　No．91513－A

Table8． Temperature　ofmedia　du血1921－day五）卯hn∫αreproduction　in1五bition　test

to1，2－dichloropropane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

Temperat廿re

　　　（。C

Contro1
0－da1－da2－da3－da4－da5－da6－da7－da8－da9－da10－day

New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0　20．0　20．0　20．2　20．0　20．0　20．0

01d 20．2　　20．1　　20、1　　20．1　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20、1

0．384 New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．2　19．8　19．7　20．2　20．0　20．0　20．2

Old 20．2　　20．1　　20．1　　20．1　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．1

0．960 New　20．0　20．0　20．0　19．8　20．2　19．9　19．7　20．2　20．0　20．0　20．2

01d 20．2　　20．1　　20．1　　20．1’　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．1

2．40 New　20．0　20．0　20．0　19．8　19．8　19．9　19．8　20．2　20．0　20．0　20．2

Old 20．2　　20、1　　20．1　　20．1　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．1

6．0 New　20．0　20．0　20．0　19．8　19．8　19．9　19．8　20．2　20．0　20．0　20．0

01d 20．2　　20．1　　20、1　　20．1　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．1

15．0 New　20．0　20．0　20．0　19．8　19．8　19．9　20．0　20．2　20．0　20、0　20．0

01d 20．2　　20．1　　20．1　　20・1　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．1

new
old
fヤeshly　prepaJed　test　solutions

test　solutions　anler24hours　exposure

Table8． （continued）

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m

Temperature

　　　　。C

11－da　12－da　13－da　14－da　15－da　16－da　17－da　18－da　19－da　20－da　21－da

Control New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0

01d　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　19．9

0．384 New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0辱20．0　20．0　20．0　20．0　20．0

Old　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　19．9

0．960 New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0

01d　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20、0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　19．9

2．40 New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0　20．O

01d　　20．0　　20．0　　20，0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　19．9

6．0 New　20．0　20．0　20．0　20．3　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0　20．O

01d　　20．0　　20．0　　20，0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　19．9

15．0 New　20．0　20．0　20．0　20、3　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0　20．0

Old　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　20．0　　1．9．9

new
old
氏eshly　prepa匪ed　test　solutions

testsolutions出er24hoursexposure
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Test　No．91513－A

Table9． Dissolved　oxygen　concentrations　ofmedia　during21－dayZ）叩hnノαreproduction

inhibitiontestto1，2－dichloropropane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　（mg／L）

0一（ia 1－da　　2一（1a　　3－da　　4－da 5－da6－day7－da
Contro1 New　8．9　　8．8　　8．9 9．0 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．9

8－da9－day10－day

8．7 8．7　　8．9

Old 9．2　　8．8 8．6 8．7　　　8．7　　　8．5　　　8．6 8．3 7，8　　8．6

0．384 New　8．8　　9．0　　8．9 9．0 9．0　　　8．9　　　8．7　　　8．9 8．7 8．7　　8．9

Old 9．3　　9．0 8．6 8．6　　　8．8　　　8．1　　　8．6 7．8 7．8　　8．5

0．960 New　8．8　　8．9　　8．9 9．0 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．9 8．7 3、7　　8．9

01d 9、3　　8．9 8．7 8．5　　　8．8　　　8．1　　8．6 7．3 8．1　　8、5

2．40 New　9．0　　8．9　　9．0 9．0 9．0　　　9．0　　　8．8　　　8．9 8．7 8．7　　8．9

01d 9．4　　8．9 8．7 8．5　　　8．8　　　8．2　　　8．6 7．5 8．2　　8．6

6．0 New　　8．9　　　8．9　　　9．0 9．0 9．0　　　9．・0－　　8．8　　　8．9 8．7 8．7　　8．9

01d 9、3　　9．1 8．8 8．6　　　8．9　　　8．4　　　8．7 8．0 8．4　　8．6

15．0 New　8．9　　8．9　　8．9 9．0 9．0　　　9．0　　　8．8　　　8．9 8．7 8．7　　8．9

01d 9．4　　9．1 9．0 8．8　　　8．9　　　8．6　　　8．8 8．5 8．7　816
new：f｝eshly　prepared　test　solutions

old　：test　solutions　aRer24hours　exposure

Table9．　（continue（i）

　　Nominal

COnCentrat10n

　　（m　）

Dissolved　oxygen　concentration

　　　　　　　　　　（m

Contro1
11－da12－da13－da14－da15－da16－da17－da18－da19－day20－da21－da

New　9．0　　8．9　　8．9 8．7 8．9　　　9．0　　　8．7　　　8．8 8．7 8．9

Old　　7．9　　　8．0　　　8．0 7．3 7．9　　　7．9　　　7．9　　　7．5 7．8 7．7　　7．2

0．384 New　9．0　　8．9　　8．9 8．7 9．0　　　8，9　　　8．7　　　8．9 8．7 8．9

01d　　7．9　　　7．8　　　8．1 7．3 7．9　　　7．8　　　7．9　　　7，5 7．5 8．0　　6．9

0．960 New　9．0　　8．9　　8．9 8．7 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．8 8．7 8．9

Old　　7．8　　　7．8　　　8．0 7．4 8．0　　　7．7　　　8．1　　　7．5 7．7 8．0　　7．0

2．40 New　　9．0　　　8．9　　　8．9 8．7 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．8 8．7 8．9

01d　　7．8　　　7．9　　　7．8 7．7 7．9　　　7、6　　　8．2　　　7．5 7．6 7．9　　7．2

6．0 New　9．0　　8．9　　8．9 8．7 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．8 8．7 8．9

01d　　8．0　　　7．9　　　7．8 7．8 7．9　　　7．5　　　8．3　　　7．5 7．8 7．9　　7．4

15．0 New　9．0　　8．9　　8．9 8．7 9．0　　　8．9　　　8．8　　　8．8 8．7 8．9

01d　　8．5　　　8．0　　　8．3 8．3 8．1　　　7．0　　　8．3　　　7．5 8．1 8．1　　7．9

new
old
丘eshlypreparedtestsolutions

testsolutions組er24hoursexposure
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Test　No．91513－A

Table10． pH　values　ofmedia　during21－day　Z）卯hn∫αreproduction　inhibition　test

to1，2－dichloropropane

　　Nominal

COnCentratiOn

　　（m　）

pH

Contro1
0－day1－da2－da3－day4－day5－day6－da7－da8－da9－day10－day

New　7．42　7．73　7．51　7．80　7．72　7．76　7．71　7．51 7．71 7．72　　7．53

Old 7．82　　7．75　　7、69　　7．66　　7．46　　7．69　　7．61 7．51 7．48　　7．55

0．384 New　7．45　7．72　7．61　7．80　7．63　7．80　7．78　7、55 7．71 7．75　　7．58

01d 7．78　　7．77　　7．64　　7．65　　7．48　　7．67　　7．63 7．45 7．51　　7．54

0．960 New　7．48　7．72　7．58　7．81　7．72　7．82　7．81　7．56 7．69 7．77　　7．60

01d 7．79　　7．77　　7．66　　7．65　　7．52　　7．62　　7．65 7．39 7．54　　7．51

2．40 New　7．51　7．73　7．57　7．80　7．72　7．84　7．80　7．57 7．65 7．70　　7．62

Old 7．81　　7．78　　7．67　　7．61　　7．56　　7．65　　7．65 7、43 7．52　　7．48

6．0 New　7．54　7．76　7．59．7．81　7．74　7．84　7．81　7．58 7．66 7．69　　7．65

01d 7．84　　7．82　　7．68　　7．67　　7．59　　7．64　　7．67 7．49　　7．56　　7．45

15．0 New　7．55　7．76　7．59　7．82　7．73　7．85　7．73　7．55 7．66 7．70　　7．69

01d 7．85　　7．86　　7．73　　7．73　　7．63　　7．66 7．72　　7．64　　7．64 7．51

new
old
丘eshly　prepared　test　solutions

testsolutions瞬er24hoursexposure

Table10．（cont血ued）

　　Nominal

COnCentratiOn

　　　m　）

pH

Contro1
11－da12－da13－da14－da15－da16－da17－da18－da19－day20－da21－da

New7．46　7．42　7．38　7．29　7．09　7．37　7．23　7．30 7．65 7．45

01d　　7．51　　7．47　　7．34　　7．28　　7．16　　7．39　　7．20　　7．23 7．49 7．46　　7．38

0．384 New　7、52　7．53　7．39　7．31　7．13　7．48　7．27　7．32 7．65 7．55

Old　　7．42　　7．48　　7．36　　7．27　　7．16　　7、28　　7．23　　7．10 7．36 7．33　　7．34

0．960 New　　7．56　　7．56　　7．39　　7．31　　7．20　　7．52　　7．27　　7．32 7．65 7．59

Old　　7．37　　7．48　　7．35　　7．33　　7．13　　7．27　　7．24　　7．09 7．31 7．28　　7．32

2．40 New　7．60　7．59　7．39　7．34　7．21　7．52　7．30　7．34 7．65 7、62

01d　　7．38　　7．49　　7．39　　7．34　　7．09　　7．26　　7．24　　7．08 7．23 7．30　　7．32

6．0 New　7．63　7．60　7．40　7．37　7．22　7．53　7．33　7．35 7．65 7．64

Old　　7．48　　7．50　　7．39　　7．36　　7．11　　7．26　　7．25　　7．09 7．34 7．32 7．34

15．0 New　7．67　7．56　7．40　7．39　7．27　7．54　7．35　7．38 7．65 7．63

Old　　7．52　　7．52　　7．43　　7．49　　7．13　　7．28　　7．31　　7．15 7．31 7．40 7．42

new
old
行eshlypreparedtestsolutions
test　solutions　aRer24hours　exposure

一18一



Test　No．915B－A

40

35

30

　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1

q
ミ
ペ
魯
q
ヨ
5
お
曾
器
ε
。
旨
趣
2
10

5

0

＋Contエ01
　一口……0384mg！L

十〇．960mg！L
－o一一240mg／L
＋6．O　mg／L
一←15、O　mg／L

0 7 14 21

Exposure廿me（day）

Figure　L　Cumulative　numbers　ofdead　parental　Z）卯hniα

一19一



Test　No．91513－A

120

100

80

　
0
　
6

亀
儀
囚

40

20

0

　一〇・一…Contro1

一ロ・一〇．384mg／L

＋0．960mg！L
－e一一2、40mg／L

　・△・…一6．O　mg／L

一・梭鼈黷P5．Omg／L

r
●

●’

　　．《一ム
《一－

ムー

β■

．ム一一ム

ム
’

●一

一◇一一◇一一◇

0 7 14 21

Expo甜re　t㎞e（day）

Figure2．Mean　cumulative　numbers　ofjuveniles　produced　per　adult（ΣFl／P）．

一20一



Test　No．91513－A

付属資料一1

希釈水の水質

　（全2頁）



Appendix　L Waterquality　ofdilutionwater

Parameter Concentration

1995．Nov．28

pH

COD　　　　　　　（mg／L）

Colifbrm　group　bacteria

　　　　　　　　　　　（MPN／100mL）

Tota，1phosphonls

Total　mercury

Copper

Cadmium

zinc

Lead

Aluminium

Nickel

Total　chromium

Manganese

Tin

Iron

Cyanide

Free　chlohne

Brom直de　ion

Fluori（ie

Su15de　ion

㎞Onia　nitrOgen

Arser丘c

Seleniu血

EvaPora』t玉on　residue

Electhc　conductivity

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg∠L）

（mg／L）

（μS／cm）

Total　hardness（as　CaCO3）

Alkalinity

Sodium

Potassium

Calclum

Magnesium

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

Q
ノ
ハ
∠6
0
003

獅
獅
紫
p
n
n
n
n
B
n
。
2
n
n
n
n
n
田
n
n
B
弔
”

0
．
N
N
N
．
0
，
N
N
N
N
O
．
N
O
．
N
N
N
N
N
O
．
N
N
1
1
3

21．0

12．85

3、55

9、2

3．06

Test　No．91513－A

Lower　limit

of　detection

0．0005

0．005

0．OO5

0．01

0．005

0．1

0，01

0．02

0．01

0．5

0．01

0，1

0．01

0．1

0．15

0．1

0．002

0．002



Test　No．91513－A

Appendix1、（continued）

Parameter Concentration

1995．Nov．28

Lower　limit

ofdetection

1，2－Dic1」oropropane

Diazinon

Isoxathion

Fenitrothion（岡巳P）

Isoprothiolane

Oラ血ecupper

Chlorothdoni1（TPN）

P「opyza血“e

EPN
Dichlorvos（DDVP）

Fenobucarb（BPMC）

Iprobeτ漁）s（IBP）

Chlornitro免n（C士0）

Thiram

Simazine（CAT）

Benthiocarb

PCB

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

（mg／L）

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
D
D
D
D
D

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

0．006

0．0005

0．0008

0．0003

0．004

0．004

0．004

0．0008

0．0006

0．001

0．002

0．OOO8

0．0005

0．0006

0．0003

0．002

0．0005

N．D．：not（ietected
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付属資料一2

試験液の分析方法及び分析チャート

　　　　　　（全11頁）



Test　No．91513－A

試　　験　　名

被験物質物質名

・　ミジンコ繁殖阻害試験

　　1，2一ジクロロプロパン

1）試験液の分析方法

①試験液の前処理操作

　　　混合した溶液は、そのまま若しくは蒸留水で希釈して、以下のフロース

　　キームに従いヘッドスペースーガスクロマトグラフィー（HS－GC）によって

　　分析した。

フロースキーム

試験液分析試料

・分取．8mL　（ピペットマン、

　　　　　　　　20mL容バイアルビン）

←ジメチルホルムアミド　必要量

　　　　　　　（ピペットマン）

・密閉　（アルミキャップシール）

H　S－G　C試料

　最終定容溶液中の被験物質濃度は、クロマトグラム上の被験物質のピーク

面積を濃度既知の標準溶液のピーク面積と比較し、比例計算して求めた．

②被験物質溶液の調製

　　　被験物質100mgを正確にはかりとり、ジメチルホルムアミドに溶解して

　　1，000mg／しの被験物質溶液を調製した。これをジメチノレホルムアミドで希釈

　　して10及び100mg／しの被験物質溶液を調製した。

③標準溶液の調製

　　　分析試料中の被験物質濃度を求めるための標準溶液の調製は次のように

　　して行った。20mL容バイアルビンに蒸留水8mLを添加し、これに

　　1，000mg／しの被験物質溶液を40μL添加した後、ただちにアルミキャップ

　　シールを行い、5．Omg／しの標準溶液を調製した。

一1一
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2
） G　Cの分析条件

ヘッドスペースオートサンプラー条件

　・機　　　　器　　　PERKINELMER．HeadSpaceSamplerHS40

　　　　　　　　　　　PER．KINELMER．製
・サンプル加熱温度

・加温時間
・二一ドル温度

・トランスファー温度

ガスクロマトグラフ条件

　・機　　　　器

・検　　出　　器

・検出器温度
・カ　　ラ　　ム

・カラム温度

・昇温速度
・試料導入部温度

・キャリアーガス

・水　　　　素

・空　　　　気

・スプリット比

・感　　　　度

80℃

60分

140℃

150℃

EI］P5890Series一工I

HEWLEτrPACKARD製
水素炎イオン化検出器（FID）

250℃

Neutr出ond－1（0．25mmID×50m）

40℃（2min）→200℃（2π血）

10℃／h血

200℃

ヘリウム　160kPa

L2Kg／cm2

2、O　K亘cm2

1：50

レンジ1V

一2一
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3）検量線の作成

　　　1）③の標準溶液の調製と同様にして5．0及び25．O　mg1しの標準溶液を調製

　　した。また、10及び100mg／しの被験物質溶液より、それぞれ0．20及び1．O　mg／L

　　の標準溶液を調製した。これらを分析機器の定量条件に従って分析し、得ら

　　れたそれぞれのクロマトグラム上のピーク面積と濃度により、検量線を作成

　　した。

一3一
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Appendix3－2． Result　of　reproduction　test
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Appendix3－3． Result　of　reproduction　tcst
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Appendix3」4． Result　of　reproduction　test

　　　　　　　　　　　　　　　　　NOminal　COnCentradOn 2．40m ）
Time一

Rep．

No

Counts ．呈薫．　．⊇∠蔓．．．ユイz．．註但．　．⊇！黛．．⊇∠1旦．．⊇イ11．．．．⊇∠旦．．2∠黛．．．註在在．．忍1乏．．．盈イユ至． ．β∠三エ．．⊇∠1昼．．⊇∠1♀．、烈．．辮1．．．無～．．．撚．．．謝．彰2乏．

13　14　15　Y乙　17　18　19　至す　21
Tota1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Pgeneration Live

Dead 0
0

1
0
ハ
U

l

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

1

FI　generation Live

．Ω熈4．

0

．9．．

0

．．9．．

0

．9．

0

．9．．

0

．．q．

0

．旦．

0

．9．

0

．、旦．

23
位
．

。
…
3

13

　1．．

申
i
ヨ

0　　110

．9．．　9．．

o　YIδ

0

．9．

－
（
∠
｝
3

2
　
…
2

2
　
り
《
∠

0
0
｝
0

73
9
．
．

●
ヲ
3

0　　215

9．．　o
’石ifヨ”
0
0

8

Total 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一忌δ”

0　　230

．9．．　o

o一 cヨδ

965
⊇
．

’る6喜－

　　　Reproductivi触！P

Cumulative　re　roductivit 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
3

内
∠
《
∠

つ
」
∠
U

－
つ
」 0
6
0
3

11，0

14．6

0．0

14．6

0．0

14．6

22．1

36．7

7．3

44．0

0．0

44．0 5
5
1
5

ハ
∠
6

8．0

73．5

0．0

73．5

23．0

96．5

96．5

Pgeneration Live

Dead 0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

2

F上genemtion Live

．Ω．鯉．

0

．9．

0

．．9．．

0

．旦．

0

．9．． 0
0
｝
0

0

．9．

0

．旦．

0

．9．．

19

．9．．

噛
i
g

0

．ρ．．

14
ρ
．
．

’
i
4

0
／
0

6 0

．9．．

0　　263

．9．　旦．

o’c53

40

9
．

県
万
o

0　　140

．．9．．　　　1．．

o雫 P耳1

66

－一．2．．

0　　248

．9．．　9．

o’O聴

859

　4

Total 0 0 0 0 0 0 0 0
ーぎぢ”

0 69
－喜5ぎ

　　　Reproductivity／P

Cumulative　re　roductivi 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1．9

1．9

0
ハ
ソ0
1
4
3

1
つ
」

6．9

10．2

0．0

10、2

0．0

10．2

26．3

36、5

4．0

40．5

0、0

40．5

14．0

54．5

6．6

61．1

0．0

61．1

8
n
フ
4
5

へ
∠
8

85．9

Pgeneration Live

Dea｛i 0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

3

FI　generation Live

．Ω黙4．

0

．皇．

0

雫．9．．

0

．q．

0

．9．．

0

｝．9．．

　0

．．9．

0

．9、

0

．9．

7
つ
」

2

Tota1 0 0 0 0 0 0 0 0
’三6”

3

．．9．．

3

5

．Ω．．

5

71

．9．

ー
ヲ
1

0

．9．

0

0　　292

．．旦．　9．

o●ｾ
23

q
．

－
5
3

0
0
岨
0

158

　　9．．

－樹

32
9
．
．

’
ヨ
2

7
0
…
7

7
　
…
7

2
　
”
2

0
0
…
0

888

⊇畠‘県一

－宜91

　　　Reproductivi鯉！P

C㎜ulative　re　roductivit 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

7
『
～

へ
∠
凸
∠

0．3

3．0 5
5
0
3

7．1

10．6

0．0

10．6

0．0

10．6

29．2

39．8

2．3

42．1

0．0

42．1

15．8

57．9

3．2

61．1

0、0

61．1

27．7

88．8

88、8

P　generation Live

Dea〔1 0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

4

FL　generation Live

．Ω騒4．

0

．9．

0

．ρ．．

0

、旦．

0

．9．．

　0

．．9‘．

0

．9．

0

．旦．

　2

．．9．

凸
∠
0

2 　0

．9．．

34
9
．
．

甲
ヨ
耳

36

．1．－

’
§
7

0

．9．

34　　286

．旦．　旦．

’ヨ4’5§6

0

．9．

12　　218

　0．．　　〇

一箆　写f§”

27
9
．
．

－
i
7

n
フ
0

2 235

　　9．

’…1ヨ

935

　1

Tota1 0 0 0 0 0 0 0 2
’…五”

0 0 0
閣…す ’舅ぎ

　　　Repr（xiuctivity／P

Cumulative　re　roductivit 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

∩
∠
へ
∠0
0

へ
∠
4

《
∠
《
∠ 0
4

0
《
∠ 4
8

う
」
5
6
4

（」

i
n
ン
0
4

0
Q
ノ

3．4

12．8

28．6

41．4

0．0

41．4

1．2

42．6

2L8

64．4

2．7

67．1

2．9

70．0

23．5

93．5

93．5



TestNo．91513－A

Appendix3－5． Result　of　reproduction　test
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Appendix3－6． Result　of　reproduction　test
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